
木曽岬小学校だより 

   

 

   

 

＜強み＞ 

○資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができていました。 

〇比喩や反復などの表現の工夫に気付くことができていました。【１二（3）】 

〇学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができていました。【２三ア】 

   

＜弱み＞             

●筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考え

ることに課題がみられます。【２一】 

●引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する問

題の正答率が低かったです。【２四ア】 

●情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句と

の関係の表し方を理解し使う問題の正答率が低かったです。 

【３二】 

＜考察＞ 

全体的にみると、国語を不得意に思っている児童が多く、各領域

のなかでも全国平均を上回る正答率が少なく、全国平均の正答率と

差がある問題も複数ある状況です。比喩や反復などの表現の工夫に気付く問題での正答率が全国

より高く、授業の中で日頃から置き換えて話をしたり説明をする取組を行っている成果と捉えてい

ます。一方、筋幹の通った文章の構成を捉えたり、自分の考えをまとめたり、複数の情報から目的に

応じて資料等を活用することに課題がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

◇こんな問題です◇ 

国 語 

＜今後の取組＞ 

・自分の伝えたい考えが伝わるような文章が書けるように、伝えたいことを明確に、つながりや配

列を意識した文章を書く活動を取り入れていきます。 

・目的に応じて文章から引用したり、情報を見付けたりして、分かったことや自分で考えたことを，

話し合ったり文章にまとめたりする機会を増やします。 

・いくつかの資料を集め、みんなの前で伝えるプレゼンテーション形式の活動を、引き続き取り入

れていきます。 

 

※【 】内は問題番号 

←国語の問題が見られます 

2026年９月 11日 

毎年度、全国の小学校 6 年生・中学校３年生を対象に実施されています「全国学力・学習状況調査」です

が、今年度は４月２３日（木）に実施されました。例年より少し早く結果が届きました。 

 今年度は「国語」「算数」の２教科の学力調査でした。学力調査の他に「生活・学習の状況」についてもタブ

レットでの調査が行われました。それらの結果と分析をもとにした今後の取組についてお伝えします。 

【１二（2）】 



 

 

 

＜強み＞ 

〇単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、その商から二つの広場のどちらの

方が混んでいるのかについて判断できていました。【２（３）】 

〇小数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組みで表されていることを理解し、条件に合う小数

をつくることができていました。【３（１）】 

〇単位分数の個数に着目し、数直線上の１を表す目盛りを捉えることがでできていました。 

 

＜弱み＞ 

●示された情報を基に、数量の関係に着目して、条件に合う時

間を求める問題で正答率が低かったです。【４（２）】 

●基準量、比較量、割合の関係が正しく表されている図を選ぶ

ことができるかどうかをみる問題に課題があります。 

                                 【２（４）】 

●二次元の表から、条件に合う数を読み取ることができるかど

うかをみる問題では、全国の平均正答率が低い中、全国より

上回っていましたが、本校としても課題と感じています。 

【４（３）】 

 ＜考察＞ 

今回は、全体的に正答率が高いです。苦手だった図形やデータの活用の領域は昨年度のみえスタ

ディチェックの時の正答率を上回り、全国よりも高い正答率でした。少人数指導にも取り組み、子ど

もたちが具体的に操作したり、作図したりする時間もとり、式や言葉を用いて説明する時間を確保し

てきた成果だといえます。 

一方、測定の領域に課題があり、資料の読み取りが苦手なようです。問題の意図と図の読み取り

で、条件から想起する状況が回答に結びつかないところに課題があるようです。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◇こんな問題です◇ 

算 数 

＜今後の取組＞ 

・図やグラフの読み取りが苦手な子が多いため，図の意味やグラフの見方を問う学習も行っていきま

す。 

・日常的な話題や他教科と関連させて，データや表・グラフ等から読み取らせたり，収集したデータを

二次元表やグラフ等で整理させたりする経験を意図的に増やします。（理科や社会科や総合的な学

習の時間など） 

・割合の意味や表し方は学校全体の課題と捉え、第２学年からの系統的な学習のつながりを大切に

していきます。 

 

←算数の問題が見られます 

【３（４）】 

これらは主に平均正答率による分析ですので、実際には一人ひとりの学習状況に応じた指導を行っ

ていきます。これまでの学びが生かされて、活用できるように今後も取り組んでいきます。 

※【 】内は問題番号 



木曽岬小学校だより 
  

 

＜生 き 方＞ 

○「将来の夢や目標を持っていますか」の項目では、肯定的に回答している児童が多く全国平均よ

りも上回っています。 

→ 今年まで４年間、町で取り組んできた「夢に向かってがんばる木曽岬っ子応援キャンペーン」の

成果ではないかと思います。ご家庭でも応援し、声掛けしていただいていることで、子どもたちが

将来に展望を持っていくことができます。今後とも、学校、家庭で子どもたちのやりたいことを応

援していけるようにしていきたいと思います。よろしくお願いします。 

○「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」の項目は、回答した児童全員が肯定的にとらえ全

国平均よりも上まわっています。「人が困っているときは、進んで助けていますか」の項目は、

言い切るまではいかなくとも肯定的に回答している児童がほとんどです。 

→ ６年生は全員が人の役には立ちたいと感じています。いざ人が困っているときに、進んで助け

ることはまだできないでいる児童もいますが、今後も、自分の力を人のために使おうとする姿勢

を、引き続き大切に育てていきます。 

  

＜生 活＞ 

○「学校に行くのは楽しいと思いますか」「普段の生活の中、幸せな気持ちになることことがある」

では、全国平均よりも上まわっていますが、「いじめは、どんな理由があってもいけないことだ

と思いますか」「学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かし

て解決方法を決めていますか」「学級活動における学級での話し合いを生かして、今、自分が努

力すべきことを決めて取り組んでいますか」は全国平均を下まわっています。 

→ 学校での楽しさや、日常の生活の中に幸せを感じることは継続していきたいです。しかし、例年

高かった「いじめは、どんな理由があってもいけないことだ」と言い切れる割合が下がっているとこ

ろがあり、今後の課題として取組方法を検討していきます。学級でよりよくするための話し合いや

解決方法を出し合うこと、お互いの思いを出せる場や一緒に考えてくれる友だちがいることは、何

か困っていることを解決できることにつながります。意識して指導を行っていきます。 

○「朝食を毎日食べる」の項目は、回答者全員が肯定的にとらえ全国平均よりも上まわっていま

す。「毎日、同時刻に起きる」「毎日、同時刻に寝る」の項目は共に８割以上の児童が肯定的

に回答しています。 

→ 朝食を毎日食べる習慣が身に付いているようです。起きる時刻に比べて、若干寝る時刻が

定まっていないようですが、ご家庭のご協力あっての早寝・早起き・朝ごはんの生活習慣で

す。今後とも継続できるようによろしくお願いします。 

 

＜タブレットの活用＞ 

○「授業で、タブレットをどの程度つかいましたか」の項目でほぼ毎日使用している児童が多いで

すが、「プレゼンテーションを作成すること」「自分の考えや意見をわかりやす

く伝える」ことは積み重ねが必要なようです。 

→ タブレットの使用は毎日していても、活用方法での工夫が必要です。調べたり、

考えの共有をしたり、自分の考えや意見を相手にわかりやすく伝えるツールとし

て、活用の工夫を行いながら取り組んでいきます。 

 

2026年９月 11日 

☆全国学力・学習状況調査の結果と考察（６年）その２

☆ 
生活・学習状況  



 

＜家庭学習＞ 

○「学校の授業時間以外の勉強の時間」は全国平均を下まわっています。 

   → 学校以外の勉強時間は、「３０分から２時間」の児童の割合が一番多いです。「全くしない」と回

答している割合が全国よりも高かったです。家庭で、学習を自分で計画し、工夫して行うことは

将来に向けても大切です。高学年は自主学習にも取り組んでいますので、学習の目的などを

伝えながら継続して指導してきたいと思います。 

 

＜学習＞ 

○「学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげる

ことができていますか」の項目が全国平均を上回っています。「学級の友達との間で話し合う

活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の項目は、全国

平均を下まわっています。 

→ 子どもたちが友達との交流を通じて、自分の考えを深めたり、広げたり、振り返りながら学習を

理解し、定着していくよう引き続き授業改善を行っていきます。 

 

＜国 語＞ 

○国語の学習内容は「将来の役に立つ」と多くの児童は思っていますが、「得意ですか」「勉強は

好きですか」「授業の内容はよくわかりますか」の項目では「当てはまる」と回答している割合

は全国平均を下まわっています。 

→ 国語を得意ではないと感じているようです。国語の学習に一人ひとりが興味を

持ち、理解できるよう魅力ある授業に向けて授業改善を行っていきます。 

 

＜算 数＞ 

○ 算数の学習に関しては、「得意ですか」「勉強は好きですか」「内容はよくわかりますか」「将

来の役に立つ」「授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できている」の項目で、「当

てはまる」と回答している児童は全国平均を上まわっています。 

→ 少人数指導の形態で行っており、ねばり強く問題を解いてきた成果がでています。継続して指

導していきたいと思います。 

 

＜英 語＞ 

○英語の学習は「得意ですか」の項目では肯定的に捉えていても、あまり「好き」とはいいきれな

い児童が多いようです。「将来、積極的に英語を使うような生活をしたり、職業に就いたりした

い」と約 3割の児童が回答しています。 

→ 個人差もあるようですが、木曽岬町としてこども園のころから ALT の英語にふれる機

会を得て、小学校では JTEのサポートも得ながら、学習を行っています。「すき」「得

意」と捉えられるよう指導していきたいと思います。 

 

 

今回の質問調査では、昨年度に続いて「夢に向かってがんばる木曽岬っ子応援キャンペーン」や「算数の

習熟度別少人数指導」など町で継続的に取り組んできたことが成果として表れているようです。今後も継

続的に取り組んでいきますので、ご家庭でも子どもたちの頑張りを応援し、見届けていただきその頑張り

にぜひお声がけいただければ幸いです。 


